








「屋根裏部屋」や「漫歩」 、 「分身」 、 「こほろぎ」などが



































『途上にて』は、 「パラダイスロストの横町で市電を降り」たところから語り出される。そこから「省線の停車場へ」行き、屋根裏部屋に帰るまでが、作品の外枠の時空だ。そ 途上で、三つの過去の記憶が差し込 れている。語りにそって順番にあげると 一 目は女友だちとの「昔ばなし」 、二つ目は今日図書館で読ん きた「蜃気楼のこと」 、三つ目は中世紀氏との二年前の思い出ということになる。これらの記憶は、いずれも停車場へ向かう現在の時空を行きつ戻りつしなが 語られていく。この過程で、過去があまり 鮮明な輪郭を持ち、時として現在に 混在する感覚が生じているのを見逃すことはできない。特に顕著な例と て、 友だちの失恋の 「泪」を語る記述が挙げられよう
　
やがて、私は、右の肩に寒いしめりを感じました。 （いま、
ふつと、右の肩が寒くなりました。サロメの悲恋にことよせて流した彼女の泪が幾年か後のい 、袷の肩をとほして残つている気が のです。季節も、あたりのけしきも、今夜はまつたくあの夜とそっくりです。日は覚えてない れど、ふとしたら同じ日ではないかと思ひま ―）
友だちの 「泪」 は袷を通して、 現在の 「私」 の身体感覚に蘇る。 「昔







































「閑」で、 往時の読者がただちに想起したのは、 長谷川如是閑だろう。「 改造」 「平等」の実現を求める思想運動 オピニオン・リーダーとして活躍した
⑸
」著名人である。その連想を打ち消すように、 「私」
はわざわざ「如是閑氏でも薔薇閑氏でもなかつたことだけは覚えてゐ」ると言葉を継ぐ。読者の脳裏に浮 んだ如是閑という名前即座に否定されるわけだが、その影がちらつくのは必定だ あたかも古文書学でいう〈見せ消ち〉のような技法 ある。さらに、 「私」
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は「秋成や八雲の好みをひいた人かと思ひます」と付け加え、怪奇譚の一種としてさらなる朧化をはかってみせる。管見では、実際に長谷川如是閑の著作に「カラバンの少年の話」に類する作品 見当たらないのだが、このように二重三重 免罪符をはりめぐらされることで、長谷川如是閑は逆説的 印象に残る。
さらに「何とか閑氏」の出現は一度に限らない。 「私」は再び「こ
んな浪漫心理感 ぞをのべてゐた何とか閑氏 でくのぼうだといつてしまふには早いやうな気 する夜」 だという。 「何とか閑氏」 ― 「でくのぼう」の結びつきは、一応は回避されているわけだが、ここにもまた〈見せ消ち〉のシミがある。また、少年が 眼瞼のなかひびと」を見る「心の波は、著者何とか閑氏の中世紀趣味のペンでなければ書けない」とも記している。 「何とか閑氏」 ― 「中世紀趣味」という結びつきがここに見え隠れする。中世 、マルクス主義歴史学の区分では、封建制・農奴制社会を指す ヨーロッパでいえば、おおよそ五世紀から一五世紀のルネッサンス以前の時代区分で、日本でいえば封建時代。 り、 「何 か閑氏」に モダニズム地平からは遠い前近代的な風貌 与えられていることに
ちなみに『途上にて』の発表当時、如是閑は五六歳、独身で女性

















に背 て精神界に生きた少年は「信仰」の名の下にロマンとな 。如是閑の〈見せ消ち〉は、この矛盾を背後から炙り出す棘さ 潜ませていることになる。
そもそも「カラバンの少年の話」は、女友だちの「昔ばなし」の





















不全な肩をもっている。さらに、肉体をもつ村娘ではなく観念 恋人を想う少年と同じように、中世紀氏はナジモヴァ くねる肩を嫌い、女性のセクシュアリティを忌避していた。加えて氏のネーミングが、 「カラバンの少年の話」の著者「何とか閑氏」の筆致の特徴「中世紀趣味」に共通したものであったことにも注目されよう。確かに、中世紀氏は、カラバンの少年に見合う造形をもっている。
一方、構造上においても「カラバンの少年の話」は、女友だちの





「突つ還した」ことに気がつかないという言い分を鵜呑みにするには、 「私」はかなり冷静で、去りゆく中世紀氏が「ひとしほ肩を歪め」て 丁度左側に待ってゐた径に折れ」たことも覚えている。きんつばという物的証拠に重きをおけば、中世紀氏との邂逅そ ものを疑問視したくなるのは当然だ。太田路枝はこれに対して、次のような結論を導き出している。
「私」は無意識のうちに、物語の少年と旧い友人の中世紀を重ね合わせ、この夜、中世紀が目の前に現れたかのような錯覚に陥った。中世紀という作 人物は、実は読んでいた物語に影響を受けた「私」が作り出した幻であつた。 （中略） 夜現われた中世紀は、 「私」のなかに棲むもうひとりの「私」で、 （中
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「椿姫」である。実際に上演されていた「椿姫」を観たプロセス、ナジモヴァのくねる肩への感想は、幻想 するには、はっきした輪郭を持ちすぎている。二年前 「椿姫」を鑑賞した過去 思い出だけは、現存したものとして描かれているといえるのではないだろうか。
改めて読むと、中世紀氏との二年前の思い出は、パラダイスロス
トの「停車場」までの道で完結していることがわかる。だが、絶交状以後 彼の消息 「省線のニ停車場半」の別 道 語られていることに注目される 散歩者のいない木犀の香の漂う道での会話の質は、パラダイスロストのそれとは明らかに違い、ほとんどが氏の独白で占めらているからである。例えば、その特異なスタイルは「いまは先生の著述の筆記で生活してゐます。ちがひます ピアノ 先生ぢやありません。 」という会話に代表される。 「ちがひます」とう言葉の前には、 「ピアノの先 ですか？」など私 問いかけがあったはずだ。木犀 道の言説は、対話 はなく心内語の様相を呈している。 「幻」というのであれば、現在の中世紀氏こそが、 「私」が観念の中で生み出した「幻」といえ だろう
つまり、 「私」は現在の中世紀氏をカラバンの少年のように、生





























友だちは恋をした事で「半年だけ」 「チヨコレエト玉」に「道より」し、 〈失恋〉によって「辛子」を食べることを宣言する。だが、ここでより重要なのは、 「私」がすでに「黒パンに辛子」をぬる生活を送っているということだろう。友だちのセリフを敷衍するなら、「黒パンに辛子」の嗜好転換は、 〈失恋〉のダメージの象徴ととることができ、 そうであるならば「私」は往時〈失恋〉の真っ直中にあったこ になろう。さらに、この思い出を語る現在、 「私 が「あらためて黒パンと辛子を買はなければならないこと らにも逢ひません」と語っていることからも それが裏打ちされよう。二人は同時期に失恋を経験したことになる。しかし、現在「私」はきんつばを食べ、女友だちにも送ろう しているこ か 、未だ 泪 のしめりは残存しているものの、両者 も失恋のダメージか 復活してきていることがうかがわれる である。彼女たちは食べ物 二つ
―

























































二〇〇六年三月）において、 『途上にて』が『第七官界彷徨』執筆の間隙を縫って執筆されたことを考慮して、中世紀氏は「 「第七官界彷徨」で説明されている「分裂心理」を具体化して描いたもの」ととらえ、 「中世紀は「私」の中のもうひとつの人格であるため「二つの心理が、同時に同一人の意識内に存在する状態」 」 あらわしたものだと指摘している。
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